
北海道中標津農業⾼等学校
（北海道）活動期間 15年

教育関係者･事業者部門
《教育等関係者》 消費･安全局長賞

16

本校の位置する中標津町計根別地区は、⼩
さな町ながらも幼・⼩・中・⾼と学校種がそ
ろっており、地区内の学校と連携を図り、幼
稚園児から中学⽣まで全学年を対象とした⾷
農教育を実践しています。

また、平成30年度より町全体へ活動を広
げるべく、町内の⼩中学校の希望者に対する
⾷農教育「なかのうスタイル」も開始しまし
た。

幼稚園児に対する活動として始まった「計
根別⾷育学校」は、その後、⼩中学校全学年
に広がり、平成30年に、それまで計根別地
区限定であった活動が中標津町全域を対象と
する「なかのうスタイル」を開講ました。

また、計根別⾷育学校においては、平成
31年から地域企業の協⼒を得て、公共圃場
の活⽤が可能となり、より地域に開かれた⾷
農教育へと活動の幅が広がっています。

⻑年取り組んでいる本活動は、地域の⾷育
推進に⼤きく貢献しています。

園児とのジャガイモ収穫体験
⾼校⽣による
地域特産物の授業

な か し べ つ

⾼ 校 ⽣ が つ な ぎ 役
町 全 体 で の ⾷ 育 活 動

「 計 根 別 ⾷ 育 学 校 」 ＆
「 な か の う ス タ イ ル 」

対象児童の学年に合わせ、
幼稚園⇒感じる⼼を育てる
⼩学⽣⇒学ぶ意欲を育てる
中学⽣⇒⾃ら考え⼈に伝える能⼒を育てる

を学習⽬標として、農家や地域企業、町役場
等と打合せを重ね、発達段階に応じた体験プ
ログラムを組んで、12年間継続した⾷農教育
を⾏っています。

発 達 段 階 に 応 じ た
体 験 プ ロ グ ラ ム

⾷農教育の深化と進化 〜”⾷への感謝”を計根別から中標津町全域へ〜
けねべつ

中学⽣︓
ビーフジャーキー加⼯体験

⼩学⽣︓
カボチャの⽀柱⽴て

アイディア創出体験授業

私たちは、町唯⼀の農業⾼校で学ぶ⽣徒
として、⾷農育活動を通して少しでも地域
の発展に役⽴てるよう頑張ってきました。

今回の受賞は、私たちの活動が認められ
たと同時に、連携している皆さんに恩返し
ができたようでとても嬉しいです。

マネージメント研究班代表
須藤 和美（すどう なごみ）



ほ ぼ 毎 ⽇
地 場 産 農 産 物 を 供 給

⼩平市は地場産農産物を使った「地場産学
校給⾷」の取組を積極的に進めており、市内
全公⽴校への配送体制を⽀えているのが「Ｊ
Ａ東京むさし⼩平地区」（令和元年度の地場
産導⼊率は31.4%）です。

給⾷の出荷調整だけではなく⽣産者による
出張授業や各校の学童農園による体験学習な
ど、多⾓的に⾷育活動に取り組んでいます。

教育関係者･事業者部門
《農林漁業者等》

農林水産大臣賞

ＪＡ東京むさし⼩平地区
（東京都）活動期間 18年

学校給⾷への地場産農産物供給を起点とした「⾷べて学んで体験する」⾷育活動

学童農園成果物展⽰
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都 市 に あ っ て
貴 重 な 農 業 体 験 を 提 供

事業で整備された花壇への植え込み

学校給⾷の地場産導⼊率の向上に当たり配
送⾯と費⽤⾯がネックとなっていましたが、
配送⾯の整備に対する補助⾦制度と、各校の
給⾷運営費に地場産農産物の使⽤実績に応じ
ての補助⾦制度が整備されたことにより、導
⼊率を⼤きく伸ばすことができました。

ＪＡが⽣産者とのつなぎ役となり、市内全
ての公⽴⼩学校において農業体験を提供する
学童農園事業や花壇整備事業を実施していま
す。

この活動により、児童にとって⽣産者が⾝
近な存在となり、農業に対する理解が深まる
とともに、給⾷の⾷べ残しの減少にもつな
がっています。

おいしい給⾷ いただきます︕

こ だ い ら

J A ・ ⽣ 産 者 ・ 栄 養 ⼠ ・ ⾏ 政
が ⼀ 体 と な っ て

関係者による
⽬合わせ会

後継者団体による
出張授業

この活動は、栄養⼠の皆様を初めとする
学校及び市の関係者、そして⽣産者等、多
くの協⼒者によって成り⽴っています。

全ての皆様に⼼から感謝申し上げるとと
もに、今後とも⼦供の未来のために更なる
ご協⼒をお願いいたします。

ＪＡ東京むさし⼩平⽀店 指導経済課
課⻑ 本多 真道



ふ れ あ い か ら ⽣ ま れ る
感 謝 の 気 持 ち

平飼い養鶏を⾏い、学校の児童や⼦供会の
親⼦に鶏とのふれあいや卵料理体験を実施し、
⽣き物の命をいただくことの尊さを伝えてい
ます。

また、⾃⾝の料理学校では⼀般の⽅に家庭
料理の基本を伝承し、更には「家庭料理教員
資格」（全国料理学校協会）の認定校として、
⾷育の知識を持った教員の育成にも⼒を⼊れ
ています。

教育関係者･事業者部門
《農林漁業者等》

ささえたまご農園
（福井県）活動期間 20年

地域に根ざした⾃然養鶏から学ぶ命の⾷育活動

消費･安全局長賞

鶏とのふれあい体験
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⾷ 材 の 基 本 を 学 び
⾷ を 選 ぶ チ カ ラ に 導 く

⼤⼈向けの「料理教室」では、レシピや調
理の仕⽅などの料理の基本だけではなく、⾷
材の栄養素などの情報や、農業が資源の循環
に果たす役割なども伝えることにより、「⾷
が⼼と体の栄養である」という認識の醸成に
つなげています。

卵拾い体験

⼤⼈の料理教室の様⼦

⼦供たちの⾷育への理解が深まるよう、次
の順序で体験プログラムを構成しています。
①鶏とのふれあいと卵拾い体験で、産みたて

のまだ暖かい卵に触れ、鶏から⽣きてい
る卵を分けてもらうことを体感してもらう。

②拾った卵でプリンなどを作る。
③試⾷中に、卵の⻩⾝の真ん中にある⽩い点

が命の源の胚盤で、20⽇間温めるとヒヨ
コになることを説明する。
体験参加者からは、「卵を割り、ヒヨコの

胚盤を⾒る事で命の⼤切さを感じるとともに、
その命を頂いている感謝の気持ちを実感でき
た」という感想もいただいています。

五 感 を 使 っ て 学 ぶ
命 の 尊 さ ・ ⾷ べ 物 の ⼤ 切 さ

親⼦⾷育教室の様⼦

⾷べ物が当たり前に⼿に⼊る飽⾷の時代
に、鶏から命を頂いて私たちの命としてい
ることに感謝する⼼を伝えられるよう、⾷
育の活動に取り組んできました。

今回の受賞により、地域とのつながりを
⼀層強くして、今後の活動の励みとしま
す。

ささえたまご農園 佐々江 良⼀



株式会社Mizkan Holdings
（東京都）活動期間 2年

農林水産大臣賞教育関係者･事業者部門
《食品製造・販売者等》

素 材 そ の も の の お い し さ を
知 る ・ 味 わ う

「ZENB initiative」は、おいしさ・健
康・サスティナビリティの視点で⾷の未来
を共感する⽅々と共に考えていく活動です。
①⾼校⽣と10年後の⾷の未来を考えるワー

クショップ
②野菜の可能性を考える野菜とデザイン展
③シェフ、⼤学教授など有識者と⾷の未来

を考えるインタビュー
④㈱あすけんとの共同による⾷⽣活改善プ

ログラム
⑤京都市と⾷品ロス削減に向けた協定

「ZENB initiative」「ＺＥＮＢ」を通した、⾷にまつわる環境意識や健康意
識を⾼める活動 〜植物を可能な限りまるごといただく〜
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⾼校⽣と10年後の⾷の未来を考えるワー
クショップは、植物をできるだけ⼤切に⾷べ
ることによる環境負荷の低減の視点から、㈱
オプンラボの近未来ハイスクールと連携し⾷
と環境への意識向上に対する動機づけを⾏っ
ています。

また、普段⾷べずに捨てている部分には栄
養があることへの理解促進と健康増進を⽬的
に、野菜とデザイン展を開催し、⼩さな⼦供
から⼤⼈まで、わかりやすく体験できるビ
ジュアルやオブジェという形で、気づき・学
びの場を提供しています。

近未来ハイスクールにて
野菜とデザイン展

ミ ツ カ ン

植物をまるごと⾷べる⾷品「ZENB」と、
栄養⼠による⾷指導を組み合わせた健康プロ
グラムを、㈱あすけんと共同で開発。

普段の⾷⽣活を⾒直し健康的な⾷⽣活を実
践するためのアプリを提供することにより、
健康増進に寄与しています。

健 康 的 な ⾷ ⽣ 活 に 向 け て
新 ・ ヘ ル シ ー プ ロ グ ラ ム

〜 未 来 を ⾒ 据 え て 〜
ワ ー ク シ ョ ッ プ ・ デ ザ イ ン 展

ゼ ン ブ イ ニ シ ア テ ィ ブ ゼ ン ブ

この度は栄えある賞をいただき感謝して
おります。今後も、⼈と社会と地球の健康
につながる⾷⽣活の実現をめざし、共感し
ていただける⽅々と共に、取組を続けてま
いります。

株式会社 Mizkan Holdings
取締役 濱名 誠久



株式会社マルイ

⾷ に つ い て 学 び 、
体 験 す る 機 会 を 提 供

地 域 に 貢 献
正 し い ⾷ の 提 案 を め ざ し て

（岡⼭県）活動期間 13年

地域のお客様の⾷卓を預かるスーパーマーケットとして
地域の多様な⾷⽣活に根差した⾷育活動を通じた「地域の豊かで楽しい⾷卓」の実現

地 元 ⼤ 学 ・ ⾼ 校 と
連 携 し た 事 業

地元⼤学と共同で、弁当開発を⾏っていま
す。学⽣には、メニュー構成から商品名、販
売ポップの作成等、商品開発の全⼯程に関
わってもらい、⼤変さや楽しさを学んでもら
います。

また、地元⾼校とも連携し、地域⾷材を使
⽤したメニュー提案も⾏っています。

これらの体験は、将来を担う若者の⾃信や
成⻑につながるとともに、地域の健康づくり
にも貢献しています。

各店舗で、旬の⾷材を使⽤したレシピ等を
毎⽉提案し、毎⽇の献⽴作りのサポートを
⾏っています。料理教室や⼩学⽣を対象とし
た⽶やブロッコリーの収穫体験を実施してお
り、地域の皆様に「⾷」に触れ、知識を深め
る機会の提供を継続して⾏っています。

昨今では、オンラインでの珈琲セミナー・
体験企画・料理教室も⾏っています。

消費･安全局長賞教育関係者･事業者部門
《食品製造・販売者等》
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平成18年に⾷育推進室を⽴ち上げ、⽇々の
⽣活に寄り添いながら、地域のお客様ひとり
ひとりに合った「⾷⽣活」に向けた情報発信
や商品、サービスの創出、体験型企画の運営
を⾏っています。

毎⽉19⽇を「マルイ⾷育の⽇」と定めてお
り、全店舗で⾷育推進に取り組んでいるほか、
メーカー様・⾏政・地元企業との連携フード
イベントの開催や、⼩学⽣を対象とした絵画
コンクール、農業体験、産学連携事業も⾏っ
ています。

ブロッコリー
収穫＆調理体験

毎⽉⼯夫した「⾷育の⽇」レイアウト

⾷事バランス弁当
販売開始

マルイでは多様な活動を継続的に実施し
ています。

教育機関や⾏政、⽣産者と連携し、⾷育
活動や世代を超えた交流を実施し、地域の
若者に、⾃⽴⼼、職業観、達成感、地域へ
の愛着⼼や誇りが⽣まれるよう⽬指してい
ます。

株式会社 マルイ
⾷育推進室 植松 久志



東松島市⾷育推進協議会

⼤ 好 評 ︕
「 イ ー ト く ん チ ャ ン ネ ル 」

（宮城県）活動期間 13年

若い世代へのアプローチを⽬的に、市公式
キャラクター「イートくん」を活⽤した市公
式ユーチューブチャンネルである「イートく
んチャンネル」を開設。

イートくんが料理や箸使いなどに挑戦する
様⼦は⼦供たちの関⼼を引き、学びにつな
がっています。

いつでもどこでも⾒ることができるため、
親世代はもちろん、⾷育に無関⼼な層へのア
プローチにもつながっています。

農林水産大臣賞教育関係者･事業者部門
《地方公共団体》

さ ま ざ ま な 機 関 と の 連 携
に よ る デ ジ タ ル 化 の 推 進

〜 市 ⺠ み ん な に 届 け る 〜
⾷ 情 報 の 発 信

新しい⽣活様式やそれぞれのライフスタイ
ルに対応するため、紙媒体やオンラインを通
じての情報発信を⾏いながら⾷育活動を展開
するとともに、⾃然に健康になれる⾷環境整
備を⽣産者や事業者と具現化するなど、持続
可能な⾷育を推進しています。

さらに、SDGｓ未来都市に選定されている
ことから、SDGｓと連動した⾷育活動を実践
しています。

市内飲⾷店と新たな協働として健康な⾷
事・⾷環境認証制度「スマートミール」を活
⽤し、外⾷・中⾷メニューの販売も⾏ってい
ます。

情報発信のデジタル化を進めるに当たり、
動画編集作業は地域おこし協⼒隊から、企画
は地域の⾷育関連団体や薬剤師会などから、
メルマガの配信は地元アンテナショップから、
レシピ配信は市内の病院や福祉施設からの協
⼒をいただくなど、様々な関係機関と連携し
体制を整えて、デジタル化を推進しています。

スマホでも・紙⾯でも・お店でも
いつでもどこでも健康な⾷事に触れることができるまちづくり
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市と薬剤師会の動画撮影⾵景

スマートミール弁当認証報告会

「イートくんとできるかな」配信

動画を⾒ながらクッキーづくり

東⽇本⼤震災からの復興10年という節
⽬での受賞は感慨深く、関係する皆様へ感
謝申し上げます。

今後も、郷⼟の恵みを活かしながら、多
様な連携により⼈と⼈とをつなぎ、地域ぐ
るみで⾷育を推進してまいります。

東松島市⾷育推進協議会
会⻑ ⽯森 さと⼦




